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２

次の問いに答えなさい。

の値を求めなさい。（１） ＝１２、 ＝－３のとき、６ ÷３x y x y x２

ある数を５でわると、商が で余りが２になります。（２） a

。ある数を、 を用いた式で表しなさいa

（３） の重さが の針金があります。この針金の１ の重さは何 ですa bm g m g

か。 、 を用いた式で表しなさい。a b

次の連立方程式を解きなさい。

（１） ４ （２） ＋ ＝５x y＋２ ＝５ x y

＋ ＝１
x y＋ ＝２ x y

６ ３

１

＝ 、 ＝x y ＝ 、 ＝x y

※次のページにも、問題があります。

１学期サポート問題（第３回）令和元年度 ほっかいどうチャレンジテスト
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３ 次の の解き方を説明した文章について、 、 に当てはまる言問題 ア イ

葉または式を書きなさい。

問題 「連続する３つの奇数の和は、中央の奇数の３倍になる」こ

とを文字式を使って説明しなさい。

連続する３つの奇数の和は、例えば、

１、３、５ のとき、１＋３＋５＝９

となり、９は中央の奇数である３の３倍です。

「連続する３つの奇数の和は、中央の奇数の３倍になる」ことは、

次のように考えると、説明することができます。

① を整数とする。連続する３つの奇数のうち、n

＋１として 連続する３つの奇数をア を２ n 、

２ と表す。n n n＋１、２ ＋３、２ ＋５

② それらの和が中央の奇数の３倍になることを示すために、

それらの和を３× の形の式に変形する。イ

ア イ

る中学校において、今年度の生徒数の合計は２２３人で、昨年度あ

の合計より３人増えました。スクールバスを使っている生徒は昨年度

より５％増え、スクールバスを使っていない生徒は昨年度より３％減

りました。昨年度のスクールバスを使っている生徒数とスクールバス

を使っていない生徒数を求めます。

このとき、次の（１ （２）の問いに答えなさい。）、

（１）昨年度のスクールバスを使っている生徒数を 人、昨年度のスクールx

、 、バスを使っていない生徒数を 人として 数量の関係を表に整理するとy

下のようになります。

空欄①、②に当てはまる数を答えなさい。

スクールバス スクールバス （人）を使って を使っ 合計

いる生徒数（人） ていない生徒数（人）

あ あ昨年度 x y ①

今年度 ２２３x y×１.０５ × ②

① ②

（２）この問題を解くために、昨年度のスクールバスを使っている生徒数

を 人、昨年度のスクールバスを使っていない生徒数を 人として、連x y

立方程式をつくりなさい。

ただし、つくった連立方程式を解く必要はありません。

４



１ ３
x y＝ ＝、

２ ２

２２０

gb

a

（ ）１ １

２ （３）（ ）

２ （１） （２）

ア イ３

４ （１）① ②

（２）

１８

＝４、 ＝１x y

５ ＋２a

最も小さい奇数 （２ ＋３）n

９７
０．９７

１００

（例１）
＋ ＝２２０x y

１．０５ ＋０．９７ ＝２２３x y

（例２）
＋ ＝２２０x y

１０５ ９７
＝２２３x y+

１００ １００

（例３）

＋ ＝２２０x y
０．０５ ０．０３ ＝３x y－

（例４）
＋ ＝２２０x y

５ ３－ ＝３x y
１００ １００

増えた人数と減った人数を表にまとめるなど、整理して考えることが大切です。

x 人の５％増えた人数は x ＋ x ×０.０５、y 人の３％減った人数は y － y ×０.０３ という

式で計算します。

（例３）、（例４）のように、増えた人数と減った人数で方程式をつくることもできます。

１学期サポート問題（第３回）令和元年度 ほっかいどうチャレンジテスト

〔数学〕中２ 組 番 氏名
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